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平成24年
6月議会

　平成24年６月定例会を６月14日に開催し、平成24年度補正予算や条例の
改正をはじめとした30の議案などを審議、全て可決しました。
　今定例会における審議の中心は平成24年度補正予算。新年度がスタート
して２カ月が経過し、国や道などの補助金や交付金が徐々に決まりだした
ことや、町の大きな懸案であった江差中学校改築に向けた基本設計と実施
設計費の計上などで補正額が全会計で１億円を上回りました。
　また、一般質問では４人の議員が町政運営の基本姿勢をただしました。

－もくじ－
◇江差中学校改築に向けた第一歩・・・・・・・・２P
◇補正事業のピックアップ・・・・・・・・・・・３P
◇６月定例会の審議状況・・・・・・・・・・４～５P
◇一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・６～９P

４つの会計で
1億92万5千円を増額補正

　お昼寝もおやつも終わってお
迎えを待つ間のひとこま。
　みんな、いい顔しています！

（水堀保育園）
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江差中学校改築に向けた第一歩
設計費用に「４千441万５千円」

こ
と
ば
の
一
口
メ
モ

『
基
本
設
計
と

　
　
　 

実
施
設
計
』

　

長
年
の
懸
案
で
も
あ
っ

た
江
差
中
学
校
改
築
が
よ

う
や
く
具
体
的
に
動
き
出

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
町
長
か
ら

改
築
に
向
け
た
設
計
費
の

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

会
議
で
は
大
き
く
分
け
て

３
点
の
項
目
で
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　

以
下
、
主
な
質
疑
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
特
に
、
中
学
校
整
備

や
近
い
将
来
想
定
さ
れ
て

い
る
公
営
住
宅
建
設
な
ど

町
が
今
後
実
施
す
る
大
型

事
業
を
見
据
え
て
の
中
長

期
的
な
財
政
計
画
に
関
し

て
は
、
長
年
続
い
た
町
の

厳
し
い
状
態
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
、
議
会
と
し
て

も
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Q　
改
築
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　
基
本
設
計
を
９
月
末
、
実
施
設
計
を
来
年

の
３
月
ま
で
に
完
成
す
る
。

　

改
築
工
事
は
、
来
年
度
か
ら
着
工
し
て
２
カ
年

ま
た
は
３
カ
年
と
な
る
見
通
し
。

住
民
や
教
員
の
声

Q　
基
本
設
計
・
実
施
設
計
の
流
れ
の
中
で
、
教

育
関
係
者
や
父
母
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
は
。

A　
住
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

整
備
検
討
委
員
会
な
ど
と
設
計
に
向
け
て
相
談
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
関
係
者
か
ら
の
意
見
も
一
度
聞
い

て
い
る
が
、
基
本
設
計
段
階
で
再
度
お
話
し
を
聞

く
機
会
も
設
け
た
い
。

町
の
中
長
期
的
財
政

Q　
事
業
費
の
概
算
を
 
億
円
と
し
て
い
る
。
交
付

税
な
ど
の
変
動
が
あ
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
、

江
差
中
学
校
も
含
め
た
大
型
公
共
事
業
が
出
て
く
る

中
で
町
の
中
長
期
的
な
財
政
計
画
を
示
す
べ
き
。

A　
こ
こ
数
年
だ
け
を
見
て
も
交
付
税
は
め
ま

ぐ
る
し
い
動
き
が
あ
る
。
12
月
の
地
方
財
政
計
画

な
ど
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

江
中
の
改
築
関
係
に
関
し
て
言
え
ば
、ま
だ
工
事

金
額
全
体
の
金
額
も
決
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
あ

り
、一
定
程
度
数
字
が
出
た
段
階
で
は
示
し
た
い
。

【
基
本
設
計
】

　

建
築
主
が
基
本
的
な
構
想

を
図
に
す
る
た
め
の
も
の
で
、

平
面
・
立
面
図
、
透
視
図
等

か
ら
成
り
、
工
事
用
図
面
を

作
成
す
る
た
め
の
第
一
段
階

の
設
計
で
す
。

【
実
施
設
計
】

　

工
事
を
す
る
た
め
に
必
要

な
図
面
を
作
る
段
階
の
こ
と
。

　

基
本
設
計
で
作
ら
れ
た
図

面
の
ほ
か
、
さ
ら
に
い
ろ
い

ろ
な
詳
細
図
、
展
開
図
、
建

具
表
、
仕
様
書
、
構
造
図
、

設
計
図
な
ど
が
揃
う
。
こ
の

実
施
設
計
を
も
と
に
、
工
事

内
容
と
工
事
費
用
を
確
定
し

ま
す
。
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議会だより３

補正事業
ピックアップ

各会計予算の補正状況

　６月定例会では、一般会計を含め
４つの会計で総額１億 92 万５千円
を増額補正しました。
　補正対象となった事業から、江差
中学校改築関連以外の事業について、
いくつかをご紹介します。

防災対策、防災訓練
事業費 527 万７千円

　海抜表示看板の

追加設置や防災

マップの作成、資

材の整備などを行

い、防災意識の向

上などを図る経費

です。

会　　計　　名 今回補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 9千723万1千円 46億9千419万2千円

公共下水道事業特別会計 251万円  2億7千126万3千円

奨 学 金 特 別 会 計 14万4千円 778万1千円

（参考）水道事業会計 104万円 7億2千523万5千円

要援護者支援台帳、要支援者マップ整備
事業費 491 万４千円
　地域全体で、高齢者、要介護者、

障害者などを見守る体制づくりや

災害時の支援に活用する「台帳シ

ステム」を導入する経費です。

水堀町内会防災資機材整備
事業費２00 万円

　防災組織団体が資材などを整備するための経費に対す
る補助金で、水堀町内会が資機材を整備しました。財源
は全額財団法人自治総合センターからの助成金です。

７月 17 日に納品された防災倉庫と室井常雄町内会長

　－自主防災組織の設立経緯と組織の必要性を、室井
町内会長にお聞きしました－
室井さんのお話し　
　水堀町内会では２年前の総会で町内会に「防災部」
を設けました。
　特養えさし荘から火災などの際に地域として協力し
てほしいとの要請があり、だったらしっかり組織をつ
くるべきと考えたところに、ちょうど役場から自主的
な防災組織を設置しないかとの打診を受けたのが設立
の背景です。
　私を含め南西沖地震の恐怖が年々薄れてきていまし
た。ここに防災倉庫があることで、町内会員個々の防
災意識が高まることになるのではと期待しています。
　また、ここの地域は大雨の際に水没する場所があり
ます。今回はポンプも準備しましたので、迅速な初動
態勢が取れるようになります。

農産加工品開発・販売促進対策
事業費１千万円

　国の事業を活用し、昨年朝日地区を中心に展開

した緑の分権改革推進事業を引き継いだ事業。

　地元農産品を使用した新たな特産品の開発、販

路の拡大、雇用の拡大を目指すものです。

開陽丸にオープンした海の駅売店では地元農産物が人気
商品。農家から売店への流通体制確立も課題の一つ。



議会だより ４

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
事
案
件
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

に
対
す
る
議
会
の
同
意

　
　

津
花
町　

大
島
久
美
子　

氏

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　
　

水
堀
町　

佐
藤　

幸
男　

氏

　
　

愛
宕
町　

従
二
谷
伸
一　

氏

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
委
員

　
　

補
充
員
選
出

　

●
選
挙
管
理
委
員

　
　

愛
宕
町　

名
達　

潤
一　

氏

　
　

新
栄
町　

今
村　

春
民　

氏

　
　

豊
川
町　

若
浜　
　

崇　

氏

　
　

豊
川
町　

田
畑
千
鶴
子　

氏

　

●
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　

水
堀
町　

松
崎　
　

仁　

氏

　

中
歌
町　

横
野　

晃
一　

氏

　

南
が
丘　

嵯
峨　

清
作　

氏

　

南
が
丘　

中
島　

幸
恵　

氏

　

外
国
人
登
録
制
度
の
廃
止
に
伴

う
住
民
基
本
台
帳
法
な
ど
の
改
正

に
伴
い
、
条
文
に
「
外
国
人
登
録
」

の
文
言
を
含
ん
だ
次
の
３
条
例
に

つ
い
て
改
正
し
ま
し
た
。

◆
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

　

条
例

◆
手
数
料
条
例

◆
公
共
下
水
道
条
例

◆
平
成
23
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

　

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

◆
土
地
開
発
公
社
に
係
る
経
営
状

　

況
の
報
告

◆
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

　

画
の
変
更

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
え
さ
し

荘
の
移
転
改
築
に
係
る
財
政
支
援

を
、
同
計
画
の
事
業
と
し
て
取
り

進
め
る
た
め
変
更
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

工
事
名　

町
道
尾
山
湯
の
浜
通
り

　
　
　
　

上
田
沢
橋
架
換
工
事

契
約
額　

９
千
４
５
０
万
円

契
約
先　

前
田
・
道
南
土
木
経
常

　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

　

７
月
３
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
研
修
会
へ
議
員
を
派
遣
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆
平
成
23
年
度
江
差
町
各
会
計
決

　

算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　

平
成
23
年
度
各
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
議
長
と
議
会
選
出
監
査

委
員
を
除
く
10
名
の
議
員
で
審
査

の
た
め
の
特
別
委
員
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

委
員
長　

室
井
正
行 

副
議
長

　

副
委
員
長　

大
門
和
子 

議
員

◆
管
理
型
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の

　

民
間
計
画
に
関
す
る
調
査
特
別

　

委
員
会
の
設
置

　

議
長
を
除
く
11
名
の
議
員
で
特

別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

委
員
長　

薄
木　

晴
午 

議
員

　

副
委
員
長　

小
笠
原
淳
夫 

議
員

条
例
の
改
正 

議
員
発
議

人
事
案
件

そ
　
の
　
他

議員にとって「一般質問」
は、議場という公の場で、
町長や教育長に対して町政
運営の考え方や将来に対す
る方針を質すことができる
唯一の場です。

◆質疑は要約されています◆
　議会だよりのスペースの都合上、質
問・答弁は要約したものを載せていま
す。
◆表示の説明◆
　Ｑは質疑、Ａは応答、再、再々はそ
れぞれ再質問、再々質問を表します。

４
議
員
が
町
政
を
問
う

一
般
質
問

工
事
請
負
契
約
の
締
結
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地
域
食
の
向
上
に
つ
い
て

横
山　

敬
三  

議
員
（
無
会
派
）

　

地
域
に
お
け
る
食

の
個
性
化
は
大
事
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
観
光

客
の
増
も
見
込
め
、
地
域
の

特
性
も
出
せ
る
と
考
え
る
。

　

町
内
で
も
い
ろ
い
ろ
な
取

組
み
が
み
ら
れ
る
が
、
単
に

地
域
で
楽
し
む
だ
け
で
は
な

く
て
よ
そ
に
も
通
用
す
る
様

な
食
を
磨
き
上
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
が
。

　

個
性
あ
る
店
の
味

や
伝
統
技
法
の
追
求

は
、
各
々
の
努
力
と
研
さ
ん

が
総
て
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
は
地
域
食
の
向
上
に
つ
い

て
、
開
発
や
Ｐ
Ｒ
等
引
き
続

き
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て

参
り
た
い
。

　

小
学
生
時
代
に
地

元
の
歴
史
や
文
化
な

ど
の
郷
土
教
育
を
取
り
入
れ

た
り
社
会
教
育
の
場
な
ど
の

機
会
を
設
け
て
い
く
こ
と
で

郷
土
に
対
す
る
愛
着
が
深
ま

る
と
思
う
。

　

現
在
、
ど
の
よ
う
な
取
組

み
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

教
育
推
進
計
画
で

は
『
ふ
る
さ
と
江
差

に
心
の
向
く
教
育
』
の
推
進

を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

学
校
教
育
で
は
、
小
中
学

校
９
年
間
で
江
差
町
の
文
化

財
施
設
見
学
や
歴
史
を
学

び
、
我
が
町
に
誇
り
を
持
た

せ
る
『
ふ
る
さ
と
江
差
発
見

学
習
』
を
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、

「
江
差
追
分
や
郷
土
芸
能
の

授
業
」
を
実
践
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
に
お
い

て
は
、
地
域
で
語
り
継
が
れ

て
き
た
民
話
や
伝
説
、
先
人

の
体
験
談
な
ど
を
語
り
継
ぐ

『
古
談
ト
ー
ク
』
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

町
長
か
ら
、
ト
ヨ

タ
関
連
企
業
と
の
取

引
の
た
め
江
差
に
会
社
が
設

立
さ
れ
た
と
報
告
あ
っ
た
が

そ
の
実
態
は
。

　

同
社
の
加
工
場
の
設

立
、
雇
用
に
つ
い
て
。

　

会
社
設
立
に
伴
な

い
、
今
ま
で
の
取
引
の
多
く

は
役
場
職
員
が
担
っ
て
き
た

が
、
今
後
に
お
け
る
役
場
と

会
社
の
役
割
分
担
は
ど
う
な

る
の
か
。

　

江
差
産
の
農
水
産

物
や
そ
の
他
特
産
品

な
ど
を
調
達
、
販
売
す
る
会

社
で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
な

販
路
先
と
し
て
ト
ヨ
タ
関
連

企
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

採
算
性
の
見
通
し
が

つ
い
た
段
階
で
生
産
拠
点
と

な
る
加
工
場
を
江
差
に
構

え
、
少
人
数
の
雇
用
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
の
会
社
設
立
で
あ

る
。　

新
し
い
会
社
が
設
立

さ
れ
た
。
そ
の
営
業
活
動
が

成
功
す
る
よ
う
側
面
的
な
支

援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
の
給
食
会
社

に
卸
す
こ
と
は
量
的
な
課
題

か
ら
大
変
難
し
い
事
だ
と
言

う
の
は
分
か
っ
た
は
ず
。
新

し
い
会
社
を
江
差
に
設
立
し

て
も
採
算
ベ
ー
ス
に
あ
う
も

の
で
は
な
い
と
思
う
が
。

　

イ
メ
ー
ジ
は
大
量
生

産
大
量
消
費
に
聞
こ
え

る
が
、
江
差
の
産
物
を
可
能

な
範
囲
で
供
給
す
る
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
段

階
で
数
億
円
規
模
の
販
売
を

想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

６
月
に
役
場
内
で

あ
っ
た
新
設
会
社
の
取
引
に

関
し
て
の
説
明
会
で
、
会
社

の
名
前
を
通
す
け
れ
ど
も
、

実
質
担
当
す
る
の
は
町
役
場

職
員
と
聞
い
た
。
民
間
会
社

に
町
が
ど
う
し
て
絡
む
の

か
、
今
後
、
同
社
の
社
長
を

公
務
出
張
扱
い
で
経
費
を
持

つ
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
。

　

こ
う
い
う
状
態
で
江
差
町

が
税
金
を
使
う
の
は
お
か
し

い
と
思
う
が
。

　

会
社
が
設
立
し
た

以
上
は
会
社
が
や
る

べ
き
だ
が
、
現
地
法
人
で
あ

る
以
上
、
役
場
職
員
の
支
援

は
全
く
ゼ
ロ
と
い
う
話
し
で

は
な
い
。
地
域
の
中
で
そ
の

産
物
や
雇
用
が
生
ま
れ
る
支

援
と
し
て
、
カ
バ
ー
す
る
こ

と
は
あ
る
。

QA地
元
に
根
差
し
た

教
育
に
つ
い
て

Q

A

ト
ヨ
タ
関
連
企
業
と
の
取
引
に
関

わ
る
民
間
会
社
設
立
に
つ
い
て

昨年、地域の子どもたちを対象に開催された「古談トーク」の模様。
地域のボランティア数名が地域の言葉で、江差の自然や歴史遺産、伝説についてを分かりや
すく子どもたちへつなぐ機会として今年も開催される予定です。

①Q

②③
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議会だより ６

　

北
海
道
医
療
計
画

は
今
年
が
見
直
し
の

年
に
あ
た
り
、
25
年
3
月
に

作
業
が
終
わ
る
。

　

国
は
圏
域
人
口
が
20
万
未

満
で
患
者
流
出
率
が
20
％
以

上
で
あ
れ
ば
流
出
先
の
医
療

圏
と
の
一
体
化
を
検
討
と
す

べ
き
と
し
て
い
る
。

　

3
月
議
会
に
お
い
て
、
機

械
的
に
南
檜
山
二
次
医
療
圏

が
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
と
町
長
か
ら
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
道
立
江
差
病

院
を
核
と
し
た
こ
の
圏
域
を

ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
考

え
な
の
か
。

　

具
体
的
に
構
成
町
と
は
、

ど
の
よ
う
な
連
携
案
を
も
っ

て
い
る
の
か
。

　

道
議
会
に
お
い
て
、

北
海
道
で
は
国
の
基

準
で
の
見
直
し
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
の
答
弁
が
あ
る
。

　

ま
た
、
計
画
の
見
直
し
な

ど
に
向
け
、
各
構
成
町
か
ら

道
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院

と
し
て
の
役
割
・
あ
り
方
等

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
お

り
、
今
後
も
各
自
治
体
や
関

係
医
療
機
関
と
更
な
る
連
携

を
と
り
な
が
ら
対
応
し
て
参

り
た
い
。

　

国
は
二
次
医
療
圏
の

設
定
を
変
更
し
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
を
示
す
よ
う

に
と
し
て
い
る
。

　

江
差
町
が
積
極
的
に
各
町

を
誘
導
し
て
い
く
様
な
形
で

大
い
に
議
論
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

関
係
町
・
関
係
医

療
機
関
み
な
協
同
し

て
行
動
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
強
力
に
こ
れ
か
ら
推

し
進
め
て
参
り
た
い
。

　

日
本
人
の
大
腸
が

ん
の
罹り

患
率
は
年
々

高
ま
っ
て
お
り
、
２
０
２
０

年
頃
に
は
男
・
女
と
も
に
他

の
部
位
を
圧
倒
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
町
の
大
腸
が

ん
検
診
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
２
点
質
問
し
た
い
。

　

大
腸
が
ん
の
検
診
率

の
動
向
は
。

　

受
診
率
を
上
げ
る
為

に
、
各
種
が
ん
検
診
を
セ
ッ

ト
で
お
こ
な
う
こ
と
や
民
間

医
療
機
関
へ
の
個
別
委
託
な

ど
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

こ
こ
10
年
間
で

は
受
診
者
が
年
間

５
０
０
人
前
後
で
、
23
年
度

は
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
対

象
者
へ
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

配
布
と
、
国
保
被
保
険
者
の

検
診
無
料
化
の
実
施
に
よ
り

５
５
９
人
、
受
診
率
は
16
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

成
果
と
し
て
は
10
年
間
で

５
人
の
大
腸
が
ん
患
者
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

小
林 

栄
治  

議
員
（
共
産
党
）

南檜山二次医療圏のセンター病院である道立江差病院。
この病院を核とした圏域体制確保を。

◆
言
葉
の
説
明
◆

【
南
檜
山
二
次
医
療
圏
】

　

地
理
的
な
つ
な
が
り
や

交
通
事
情
な
ど
を
考
慮
し

た
う
え
で
複
数
の
市
町
村

を
一
つ
の
単
位
と
し
決
め

ら
れ
る
医
療
の
地
域
圏
。

　

江
差
の
場
合
は
、
厚
沢

部
・
乙
部
・
上
ノ
国
・
奥

尻
と
共
に
南
檜
山
二
次
医

療
圏
に
入
り
ま
す
。

　

二
次
医
療
圏
は
、
手
術

や
救
急
な
ど
の
一
般
的
な

医
療
を
地
域
で
完
結
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

道
立
江
差
病
院
は
地
域
の

セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
率
向
上
対
策
と

し
て
の
セ
ッ
ト
受
診
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
胃
が
ん
・
肺

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
集

団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
同

時
受
診
を
実
施
し
て
い
る
。

　

町
内
の
民
間
医
療
機
関
で

個
別
検
診
と
セ
ッ
ト
受
診
の

実
施
に
つ
い
て
は
、
委
託
の

可
能
性
を
調
査
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Q

A再A

保
健
予
防
活
動
に
つ
い
て

Q②

A①

②

①

男 性 女 性

胃

肺 大腸

肝臓

結腸

直腸 前立腺

胃

結腸
直腸

子宮

肝臓

肺
大腸

卵巣

乳房



議会だより７

江
差
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

大
門　

和
子  

議
員
（
無
会
派
）

　

町
長
は
執
行
方
針

の
中
で
「
私
が
経
験

し
た
よ
う
な
町
の
財
政
苦
難

を
将
来
を
担
う
若
い
世
代
に

負
わ
せ
る
事
の
な
い
よ
う
に

し
た
い
」
と
表
明
し
た
が
、

今
後
、
大
き
な
事
業
が
見
込

ま
れ
て
い
る
中
、
今
後
の
財

政
の
見
通
し
は
。

　

議
会
へ
も
中
長
期
的
収
支

計
画
を
知
ら
せ
る
べ
き
。

　

財
政
見
通
し
を
考

え
る
に
、
将
来
に
わ

た
っ
て
の
国
や
町
の
動
向
を

勘
案
す
る
こ
と
が
特
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
地
方

交
付
税
で
あ
る
が
、
３
・
11

の
大
震
災
へ
の
対
処
な
ど
不

確
定
要
素
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
国
が
示
す
12
月
の
地
方

財
政
対
策
の
公
表
が
一
定
程

度
の
目
安
と
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
試
算
は
出
せ
る
状

態
で
は
な
い
。

　

財
政
の
長
期
的
な
も

の
は
見
通
せ
な
い
と
い
う
様

に
聞
こ
え
る
が
。

　

中
長
期
的
に
財
政

の
見
通
し
を
見
る
際
、

収
入
の
５
割
以
上
あ
る
地
方

交
付
税
の
動
向
を
見
極
め
た

う
え
で
精
度
の
高
い
計
画
が

必
要
だ
と
考
え
る
。

　

現
状
で
は
、
中
長

期
的
計
画
に
つ
い
て
執
行
者

側
は
分
か
る
が
、
私
た
ち
町

民
に
は
分
か
ら
な
い
。

　

私
達
も
町
財
政
の
見
通
し

を
知
る
権
利
が
あ
る
と
思
う

し
、
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。

　

財
政
の
状
況
に
関

し
て
隠
し
て
い
る
と

い
う
感
覚
は
ま
っ
た
く
な

い
。
１
月
の
段
階
で
公
債
費

の
負
担
適
正
化
計
画
を
お
示

し
し
、
あ
る
い
は
決
算
・
予

算
の
段
階
で
も
十
分
数
値
的

な
情
報
は
提
供
し
て
い
る
。

　

来
年
度
の
地
方
財
政
対
策

な
ど
を
み
た
上
で
な
い
と
責

任
あ
る
財
政
見
通
し
は
き
ち

ん
と
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

　

５
月
に
「
北
海
道

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
振

興
機
構
」
の
設
立
発
起
人
会

が
開
催
さ
れ
道
内
全
市
町
村

に
呼
び
か
け
ら
れ
た
よ
う
だ

が
、
江
差
町
に
も
参
加
呼
び

か
け
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た

あ
っ
た
と
し
た
場
合
そ
の
対

応
は
。

　

呼
び
か
け
は
あ
っ

た
が
、
あ
く
ま
で
今

回
は
発
起
人
会
。
機
構
が
設

立
さ
れ
た
後
に
あ
ら
た
め
て

各
自
治
体
へ
参
加
の
有
無
を

確
認
す
る
と
し
て
お
り
、
そ

の
段
階
で
は
当
該
機
構
へ
参

加
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

国
で
は
７
月
に
始

ま
る
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
」
の
対
象
を
、
既
設
の

風
力
発
電
所
施
設
も
対
象
に

す
る
方
向
で
調
整
に
入
っ
た

と
聞
く
が
、
現
時
点
で
の
情

報
は
。

　

ま
た
、
対
象
と

な
る
よ
う
積
極
的

に
働
き
か
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

先
に
函
館

市
で
開
催
さ

れ
た
説
明
会
へ
担

当
職
員
を
参
加
さ

せ
て
情
報
収
集
に

努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
に
対

す
る
町
の
働
き
か

け
と
し
て
、
先
に

国
が
実
施
し
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
に
際
し

て
「
既
存
の
風
力

発
電
施
設
に
つ
い

て
も
適
用
す
る
と

い
う
案
に
賛
同
す

る
。」
と
い
う
趣

旨
の
意
見
を
提
出

し
て
い
る
。

洋上から見た江差ウインドパワー㈱の風車群
平成 13 年 11 月から出力 750kW の風力発電機 28 基稼働しているが、北海道電力との売電価格契約は、稼
働当初の１キロワット時 14 円台から段階的に下がる契約で現在の単価は５円。固定価格買取制度は、厳しい経
営状況の一助になるはずだが・・・。

◆
言
葉
の
説
明
◆

【
北
海
道
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
振
興
機
構
】

　

太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
事
業
で
、
東
京
な
ど
の

大
手
資
本
の
道
内
進
出
が

相
次
い
で
い
ま
す
が
、
本

州
資
本
で
は
な
く
北
海
道

の
地
域
社
会
発
展
を
目
指

し
て
道
内
企
業
の
事
業
参

入
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
さ
れ
る
予
定
の

団
体
で
す
。。

◆
言
葉
の
説
明
◆

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
】

　

昨
年
８
月
法
律
が
成
立

し
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
（
太
陽
光
、

風
力
な
ど
）
を
用
い
て
発

電
さ
れ
た
電
気
を
、
一
定

の
期
間
・
価
格
で
北
電
な

ど
電
気
事
業
者
が
買
い
取

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も

の
で
、
今
年
７
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

QA再

A再
々A

江
差
町
と
し
て
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

江
差
ウ
ィ
ン
ド
パ
ワ
ー

株
式
会
社
に
つ
い
て

QAQ

A



議会だより ８

小
野
寺  

真  

議
員
（
共
産
党
）

　

産
廃
処
分
場
計
画

に
対
す
る
農
協
・
漁

協
の
受
け
止
め
方
は
。

　

公
害
防
止
協
定
は
ど

の
様
な
段
取
り
で
、
締
結
す

る
相
手
方
は
。

　

協
定
締
結
前
に
、
議

会
と
も
十
分
に
協
議
を
。

　

事
業
者
が
４
月
の

漁
協
理
事
会
に
お
い

て
、
本
建
設
計
画
の
概
要
説

明
を
実
施
。
漁
協
側
は
上
部

組
織
に
相
談
を
行
い
対
応
し

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　

農
協
に
対
し
て
は
、
計
画

予
定
地
付
近
に
農
業
用
水
が

無
い
た
め
、
特
に
説
明
会
等

は
行
わ
ず
付
近
の
農
業
者
と

個
別
に
協
議
を
行
な
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

協
定
は
町
、
漁
協
と

締
結
す
る
。

　

町
が
結
ぶ
協
定
は
議

会
に
も
示
し
た
上
で
進
め
て

参
り
た
い
。

　

放
射
能
が
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ

る
震
災
が
れ
き
は
受
け
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
前

提
で
３
点
お
聞
き
す
る
。

　

現
時
点
で
受
け
入
れ

対
象
の
が
れ
き
の
量
・
種
類

や
対
象
自
治
体
の
要
望
を
ど

の
様
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　

受
入
方
針
の
説
明
を

受
け
て
か
ら
２
ヵ
月
程
度
。

状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
が
、現
時
点
で
の
考
え
方
。

　

が
れ
き
の
ほ
と
ん
ど

を
地
元
で
処
理
可
能
と
思
わ

れ
る
。
当
初
方
針
を
白
紙
と

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

５
月
21
日
時
点

で
、
岩
手
県
で
は

１
２
０
万
ｔ
、
宮
城
県
で
は

１
２
７
万
ｔ
、
国
に
対
し
広

域
処
理
の
要
請
が
あ
る
。

　

当
初
説
明
時
と
変
わ

り
な
い
。

　

被
災
地
か
ら
の
要
請

の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら
応

え
て
参
り
た
い
。

　

①
が
れ
き
の
量
が
増

え
た
中
身
に
つ
い
て
ど
ん
な

捉
え
方
な
の
か
。

　

受
入
は
最
大
20
万
ｔ

だ
が
、
岩
手
県
で
広
域
処
理

を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
不

燃
物
が
9
万
ｔ
。
既
に
マ
ッ

チ
ン
グ
し
て
い
な
い
が
。

　

不
燃
物
の
広
域
処

理
の
必
要
量
は
7
万

ｔ
が
90
万
ｔ
に
増
と
な
っ
て

い
る
。

　

あ
く
ま
で
も
最
大
の

受
入
量
が
20
万
ｔ
で
と
い
う

事
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

道
内
に
流
通
し
て

い
る
食
品
、
水
揚
げ

さ
れ
た
水
産
物
も
微
量
で
は

あ
る
が
放
射
能
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、
以
下
の
４
点
お
聞

き
す
る
。

　

国
・
道
に
対
し
て
食

品
の
検
査
体
制
を
強
化
す

る
事
を
求
め
る
事
。

　

保
健
所
の
放
射
能
に

対
す
る
検
査
の
状
況
は
。

　

ひ
や
ま
漁
協
の
検
査

体
制
は
。

　

学
校
給
食
の
安
全
性

の
対
策
は
。

　

国
、
道
と
も
に
本

年
度
か
ら
検
査
体
制

を
強
化
し
て
い
る
が
、
質
問

の
主
旨
を
踏
ま
え
町
村
会
等

通
じ
な
が
ら
進
め
て
参
り
た

い
。　

江
差
保
健
所
で
は
検

査
機
器
が
な
い
た
め
、
実
施

し
て
い
な
い
と
確
認
し
て
い

る
。　

漁
協
で
は
風
評
被
害

を
懸
念
し
、
道
と
も
連
携
し

検
査
を
し
て
い
る
。

　

給
食
食
材
に
つ
い
て

は
、
国
の
定
め
る
暫
定
規
制

値
を
上
回
る
食
品
は
出
荷
段

階
で
流
通
し
な
い
仕
組
み
が

講
じ
ら
れ
て
お
り
、
流
通
し

て
い
る
も
の
は
安
全
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

①
給
食
セ
ン
タ
ー
で

購
入
し
て
い
る
農
水
産
物
の

購
入
先
は
。

　

北
海
道
で
水
揚
げ
さ

れ
た
水
産
物
の
放
射
能
の
検

出
状
況
は
。

　

給
食
材
料
の
納
入

は
ほ
と
ん
ど
の
も
の

が
道
内
産
。
野
菜
類
に
関
し

て
は
時
期
的
に
道
外
の
も
の

も
使
用
し
て
い
る
。

　

水
産
物
は
い
ず
れ
も

道
の
基
準
を
か
な
り
下
回
っ

て
い
る
。

砂
川
の
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
予
定
に
つ
い
て

◆
言
葉
の
説
明
◆

【
管
理
型
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
】

　

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
は
、
搬
入
さ
れ
る
廃

棄
物
の
種
類
に
応
じ
「
遮

断
型
」「
管
理
型
」「
安
定

型
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

管
理
型
は
汚
泥
な
ど
埋

め
立
て
後
、
分
解
さ
れ
る

も
の
が
対
象
で
、
有
害
な

水
が
し
み
出
さ
な
い
よ
う

底
や
側
面
に
ゴ
ム
シ
ー
ト

を
張
っ
た
り
、
浸
出
水
の

処
理
施
設
を
設
け
る
な
ど

の
対
策
を
行
い
ま
す
。

①Q②③A①②③

震
災
が
れ
き
の
受
け

入
れ
方
針
に
つ
い
て

Q②③ ①A①②

③再②A①②食
品
、
農
水
産
物
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

Q② ①

③④A①②③④再②

A①②

江差町ほか２町学校給食センターが発注している給食材料は
全て国産。
また、先ず地元産、続いて道内産など時期的に入手不可能な
場合は道外産使用。



議会だより９

　議会だよりでは定例会で行われた一般
質問の要旨を掲載しています。
　議員が行った質問や町政への提言はど
のように反映されているのでしょうか？
これまでの質問の中から一部をピック
アップし、経過を追ってみました。

議 会 の 力
実現しましたよ！
　　　　一般質問での「提言」
滞納対策として
インターネット公売を！
（平成 23 年第１回定例会）

Q　税の滞納対策として、財産を差し押さえイン
ターネットオークションでネット公売をしては。

A　町では、インターネット公売の加入申込を実
施しており、今後は、債権の差押えと合わせ、動産
の差押え、インターネット公売の活用も視野に入れ
ながら対処したい。

受領委任払制度を！
（平成 23 年第３回定例会）

Q　江差町では介護保険制度の中で「福祉用具住
宅改修支援事業」を実施した場合、償還払いであり、
利用者の利便性を考えて受領委任払制度の導入検討
を。

A　可能性について検討します。

　平成 24 年４月１日より制度を改正！
【解説】
　江差町の介護保険制度ではこれまで、福祉用具住
宅改修支援事業による改修費については、本人が工
事費用の全額を施工事業者に支払った後、対象とな
る工事（上限 20 万円）の９割分を町に申請すること
で利用者が支給を受ける「償還払い」となっていま
した。
　今年４月１日より、希望する方について下の図の
とおり利用者は１割負担だけを施工事業者に支払い、
９割は町が直接施工事業者に支払う「受領委任払い」
の利用も可能となりました。

　平成 23 年７月から公売スタート！
【解説】
　平成 23 年７月から、インターネットオークション
での出品を開始しました。
　以来４回、30 点を出品。
　議会としては、滞納への対応強化を求めていきま
す。

町役場町役場



道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています 議会だより 10

意 見 書 を 提 出
　6月議会において、４議員より11件の意見書が提出さ
れ、可決された７本の意見書について同日付で関係行政
機関へ提出しました。
　◆けいれん性発生障害（ＳＤ）の研究・治療等の推進
　　を求める意見書
　◆地方財政の充実・強化を求める意見書
　◆北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める意見書
　◆基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支援策の拡
　　充を求める意見書
　◆若者雇用をめぐるミスマッチ解消を求める意見書
　◆こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める
　　意見書
　◆父子家庭支援策の拡充を求める意見書

議会の動き
4月24日 　総務産業常任委員会
4月24日 　議会広報特別委員会
5月11日 　総務産業常任委員会
5月11日 　社会文教常任委員会
5月18日 　総務産業常任委員会
5月22日　議会運営委員会
5月23日　全員協議会
5月23日　臨時会
6月５日　北海道議会議長会総会
6月８日 　議会運営委員会
6月８日 　社会文教常任委員会
6月14日 　議会運営委員会
6月14日 　定例会
　　　　  決算審査特別委員会
　　　　  管理型産廃処分場調査特別委員会
7月３日　北海道議会議長会主催研修会
7月10日　管理型産廃処分場調査特別委員会
7月11日　議会運営委員会
　　　　  総務産業常任委員会
7月13日　給食組合議会定例会
　　　　  広報特別委員会
7月20日　盛岡市議会視察　
7月30日　決算審査特別委員会

議会を傍聴しましょう！
次の定例会は９月です。

日程は町広報紙でお知らせします。
　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することができます。
　町民の皆さんが選んだ議員の活動や町政の方針などを是
非、傍聴して下さい。
　事前に申し込みをしなくても傍聴することができます。
　町民の皆様の傍聴をお待ち致しております。

江差町議会ホームページ

インターネットでは
本会議の模様を
動画で見ることができます！

役場玄関の風除室でも議会日程をお知らせしています

　江差町議会本会議の模様は町議会公式ホームページでも
ご覧になれます。
　トップ画面から「本会議記録」→「平成24年以降はこち
ら」まで移行すると、各本会議の見出しとなります。会議
名をクリックし、見たい「映像」をお選びください。

　今月からしばらくの間、議会に関する用語
の解説をさせていただきます。
　先ずは町議会としての最終的な意思を決定
する最も重要な会議「本会議」をご紹介しま
す。
　本会議には、定例的に開かれる「定例会」
と臨時的に開かれる「臨時会」があり、いず
れも町長が招集します。
　定例会は、年４回（３月・６月・９月・
１２月）に開かれ、町政の方針、予算などの
重要な事項について審議、決定します。臨時
会は、特に緊急な事案が生じたときに招集さ
れます。
　会議では、町長が提出した議案について説
明し、各議員は疑問点などを質疑・討論した
うえで、賛成・反対を明らかにし、多数決に
より議会の意思を決定します。また、定例会
に限り、議員は町政などについて一般質問す
ることができます。

議 会 の こ と ば

本　会　議


